
●（株）及精鋳造所
●（株）ケーケーアイ
●（株）ケディカ
●（株）ジェーエフピー
●（株）東北テーケィアール
●（株）ナテック
●（株）ピーアンドエーテクノ

ロジーズ

●（株）平野製作所
●（株）ミスズ工業
●ゆわて吉田工業（株）
●（株）共立精工
●京浜光膜工業（株）
●（有）サワ
●（株）デジアイズ
●東北日発（株）

●ハイプラ化成（株）
●日立オートモティブシステ

ムズハイキャスト（株）
●（株）ミクニ
●（株）ユーテムプレシジョン

　公益財団法人いわて産業振興センターでは、岩手県から加速器製造に関わる要素技術の分析及び県内企業の加速器産業への参入
可能性調査事業を受託し実施しております。
　この度、本調査事業の一環として、加速器関連の製造工程を分析し、工程ごとに求められる技術や必要となる機械・設備等の内容、県
内企業の加速器産業への参入可能性調査の最終報告並びに、参入セミナーを開催することといたしました。
　皆様のご参加をお待ちしております。

　11月19日（水）～11月21日（金）までの3日間、パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみら
い）において組込み総合技術展「Embedded Technology 2014 」（主催JASA：一般社
団法人　組込みシステム技術協会）が開催され、東北6県から25団体が「TOHOKUパビ
リオン」として出展しました。
　本展示会は組込み業界が注目する新成長産業分野にフォーカスし、イノベーション技術
の最新情報とともに、さらに飛躍に向かう組込み技術の最先端テクノロジーとソリューショ
ンを一堂に集め、組込みシステム開発に関わる技術者や開発者に向け情報発信する「組込
み技術」に特化した、専門展示会としては国内最大級のイベントです。
　本県からは6団体が出展し、各々保有技術のPRを行いました。出展した多くの企業が「具
体的な商談」又は「今後有望な案件」に結びつけることができたという成果を挙げており、
今後の取引拡大が見込まれています。
　また、本展示会の共催イベントとして、当県も参画しているETロボコン（東北地区事務局：
岩手県商工労働観光部ものづくり自動車産業振興課）のチャンピオンシップ大会が行わ
れ、東北地区からは3チームが参加しました。
　今後も当センターでは組込みをはじめとしたIT・ソフトウェア関連企業の取引拡大に向け
様々な支援を実施してまいります。

　平成26年12月10日（水）、11日（木）の両日、日野自動車株式会社 本社（東京都
日野市） 1号館1階大ホールにおきまして、「青森・岩手・秋田 自動車関連技術展示
会 in 日野自動車」が開催されました。北東北3県のものづくり企業が持つ独自の自
動車関連技術をアピールすべく、今回初めて日野自動車様向けに実施いたしまし
た。会場をご提供いただいた日野自動車様は主にトラック・バスといった商用車の
メーカーであり、取引拡大・協力関係の構築、また震災復興の一助として本展示会開
催に全面協力をいただきました。
　展示会場が日野自動車様の会社内ということもあり、来場は同社の社員を中心
に同社役員の方も多数お見えになりました。また社外からも多数来場され、来場者
は2日間で600名を超える大変な盛況となりました。

　11月21日（金）11:00～17:00に青森県、秋田県、岩手県、（公
財）２１あおもり産業総合支援センター、（公財）いわて産業振興セ
ンター主催により、第２回 日本医療機器産業連合会と東北企業
とのビジネスマッチング会～ 東北ものづくり企業医療機器開発・
技術展示会2014 ～を、御茶ノ水ソラシティカンファレンスセン
ター（東京都千代田区）で開催しました。
　本展示会は、医療機器産業分野、健康福祉分野等において事
業化を目指す東北６県の企業が一堂に会し、医療機器メーカー等
に対し自社の技術等を展示しアピールを行うことにより、広域の
企業間連携の促進を目指すものです。
　昨年度に引き続き、日本医療機器産業連合会（医機連）、厚生労
働省、経済産業省、福島県、宮城県、山形県の後援により開催しまし
た。特に、医機連には加盟団体19団体（傘下企業約4,900社）等に

対し、開催を周知いただくなどの協力を頂きました。
　今回は東北企業41社（うち岩手は16社）が出展し、医療機器メー
カーの開発設計者・調達担当者等と多くの面談を行いました。
　当日は活発な商談（来場者の１社あたりの面談時間が10～15
分と中身の濃い意見交換）が行われ、名刺交換数466件（11件
／社）、有望案件数49件（1.2件／社）を数えました。
　なお、当日は事前に配布した出展企業ガイドブックを持参する
来場者が多く見受けられたほか、当日に来場出来なかった医療
機器メーカーが、開催日前・後日に出展企業と商談を数件行った
との報告も寄せられており、医療機器メーカーの注目度が高かっ
たことがうかがえました。
　引き続き、有望案件等のフォローアップを積極的に行ってまい
ります。

保健・医療用の用具、機器、器材、用品等の開発、生産、流通に携わる事業者団体の参加のもと、業界の公正な意見をとりまとめ、その実現を図り業界の発展と国民
の健康福祉の増進に活動している団体。

組込み総合技術展
ET2014に出展しました

第２回 日本医療機器産業連合会と東北企業とのビジネスマッチング会
～東北ものづくり企業医療機器開発・技術展示会2014～ 青森・岩手・秋田 自動車関連技術展示会 in 日野自動車 開催報告

平成26年度第2回「加速器関連産業参入セミナー」
（加速器製造に関わる要素技術の分析及び県内企業の加速器産業への参入可能性調査事業 最終報告会）

日　　時 平成２７年２月１６日（月）１４：００～１９：００
場　　所 ホテル東日本盛岡 ３階 鳳凰の間  岩手県盛岡市大通り３丁目３-１８

参加対象者
加速器関連産業への参入や産学連携による共同
研究に関心を持つ企業関係者、大学の研究者、
行政機関ILC推進担当者等

参 加 費 無料（ただし、交流会にご参加の方は会費４，０００円
を頂戴いたします。）

定　　員 １５０名
※定員になり次第、締切りとさせていただきます。

申込先・
問合せ先

公益財団法人いわて産業振興センター
ものづくり振興グループ（担当：村上）
TEL:019-631-3825
E-mail:kenkyu@joho-iwate.or.jp

◆主　　　催／岩手県、公益財団法人いわて産業振興センター
◆共催（予定）／地方独立行政法人岩手県工業技術センター
◆後援（予定）／岩手県国際リニアコライダー推進協議会、
　　　　　　　東北ILC推進協議会、東北放射光施設推進協議会

内　　容

14:00～14:05 （あいさつ）　　　　
14:05～15:05 講演１：「ＩＬＣ関連ＣＦＳ（土木・施設工事）の現状と課題」
 大学共同利用機関法人　高エネルギー加速器研究機構
 特別技術専門職　宮原 正信  氏
15:05～16:05 講演２：「ＩＬＣ全体準備状況」
 大学共同利用機関法人　高エネルギー加速器研究機構
 先端加速器推進部・リニアコライダー計画推進室
 室長・特別教授　山本 明  氏
16:05～16:15 休憩
16:15～16:55 加速器製造に関わる要素技術の分析及び県内企業の
 加速器産業への参入可能性調査事業　最終報告　
 公益財団法人 いわて産業振興センター
 科学・技術コーディネーター　大森 健一
16:55～17:00 いわて加速器関連産業研究会」(仮)の設立について
 岩手県 政策地域部 科学ＩＬＣ推進室
17:00～17:20 質疑及び意見交換」：加速器関連産業参入企業に期待されること。
※交流会（会場：ホテル東日本盛岡 ３階 鳳凰の間）17：30~19：00 会費4,000円

【当県出展団体】
㈱イーアールアイ、㈱イイガ、㈲エーディーディー（盛岡広域地域産業活性化協議会ブースで共同出展）、

北日本通信㈱、㈱ジェーエフピー、㈱ピーアンドエーテクノロジーズ

【開催期間の来場者】　22,507名（3日間）  ※Ｈ25年 21,485名

※医機連

◆参加企業の業種内訳
業　種　名 社数

金属加工・放電加工
ばね
樹脂成形
センサー計測器
二次電池
包装材

10
３
２
1
1
1

岩手県内の出展企業
業　種　名 社数

受託開発・製造
機械装置
ガラス・窯業
電子部品デバイス
ねじ・特殊ねじ

９
２
1
1
1

業　種　名 社数
ソフトウェア
樹脂加工
ゴム
特殊表面処理・
コーティング
プレス

４
２
1
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1
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に同社役員の方も多数お見えになりました。また社外からも多数来場され、来場者
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ンター主催により、第２回 日本医療機器産業連合会と東北企業
とのビジネスマッチング会～ 東北ものづくり企業医療機器開発・
技術展示会2014 ～を、御茶ノ水ソラシティカンファレンスセン
ター（東京都千代田区）で開催しました。
　本展示会は、医療機器産業分野、健康福祉分野等において事
業化を目指す東北６県の企業が一堂に会し、医療機器メーカー等
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ものづくり振興グループ（担当：村上）
TEL:019-631-3825
E-mail:kenkyu@joho-iwate.or.jp
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※交流会（会場：ホテル東日本盛岡 ３階 鳳凰の間）17：30~19：00 会費4,000円

【当県出展団体】
㈱イーアールアイ、㈱イイガ、㈲エーディーディー（盛岡広域地域産業活性化協議会ブースで共同出展）、

北日本通信㈱、㈱ジェーエフピー、㈱ピーアンドエーテクノロジーズ

【開催期間の来場者】　22,507名（3日間）  ※Ｈ25年 21,485名

※医機連

◆参加企業の業種内訳
業　種　名 社数

金属加工・放電加工
ばね
樹脂成形
センサー計測器
二次電池
包装材

10
３
２
1
1
1

岩手県内の出展企業
業　種　名 社数

受託開発・製造
機械装置
ガラス・窯業
電子部品デバイス
ねじ・特殊ねじ

９
２
1
1
1

業　種　名 社数
ソフトウェア
樹脂加工
ゴム
特殊表面処理・
コーティング
プレス

４
２
1

１

1

報

　告

ご
案
内

報

　告
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